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寝具・寝装品メーカーの西川リビング株式会社(本社：大阪市中央区、代表取締役社長：宮川一幸) を含む、西

川グループ 1 は、2016年に創業 450周年を迎えます。 

 

1566 年（永禄 9 年）、現在の商業経済の基盤を築いた近江商人発祥の

地、近江八幡で西川家は創業いたしました。初代 西川仁右衛門が、蚊帳

や生活用品の行商として商売を始めたのが西川のルーツです。そして、二

代目甚五郎が夢で見た風景を蚊帳に再現し、生み出した「萌黄色の蚊帳」

が広く世に普及し、西川繁栄の基礎を築きました。 

そんな西川家が戦国から江戸、明治、大正、昭和という激動の時代、

様々な逆境にも屈せず飛躍し続けたのは、時代の変化に対応する柔軟性

と革新性を持ち合わせてきたことによります。明治 20年より「ふとん」の販売

を開始し、昭和期に寝具革命を引き起こすことになった「合繊わたふとん」

の発売など、いつの時代も皆様の暮らしに寄り添ってまいりました。 

 

そして現在、健康ニーズの高まりを受けて社内研究機関である「睡眠環

境科学研究所」を設立。「眠りを科学する」企業として発展し続ける一方、未

来を担う子供たちの健やかな成長を眠りで応援する「眠育プロジェクト」や、

オーガニックコットンの輪を広げていく活動「西川コットンファーム」などの社

会貢献活動も展開しています。これからも社是である「誠実」「親切」「共栄」

の心を忘れず、眠りから皆様のより健やかでより心地良い暮らしと未来を創造してまいります。 

 

つきましては、西川 450年の歴史とともに、西川リビングの活動内容のご案内をさせていただきます。 

 

                                                   
1 西川グループは、西川リビング 株式会社、西川産業 株式会社、株式会社 京都西川、日本橋西川（株式会社 西川）、 

株式会社 心斎橋西川の 5社と関連会社によって構成しています。 

 

２０１5年 12月 報道関係の皆様へ 

浮世絵に描かれた萌黄の蚊帳 
（喜多川歌麿画「婦人泊り客之図」） 

近江八幡町に構えた店「山形屋」の瓦 

2016 年、西川リビングは創業 450 周年を迎えます 

～450 年の伝統と革新、そして未来へ～ 
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西川のはじまり ～最初は『ふとん』を販売していなかった!?～ 永禄 9 年（1566 ） 

永禄 9 年（1566）、初代 西川仁右衛門が蚊帳・生活用品の販売業を開業したのが西川創業の年とされ、天

正 15年（1587）、近江八幡町に店を構え、蚊帳や畳表の販売を始めました。この頃は近江八幡山に封ぜられ

た豊臣秀次により、 「楽市楽座令」が敷かれ、商いが自由になった時代です。そして、徳川家康が幕府を開

いたことから、人が集まり、町づくりに涌き、一大消費地となりつつあった江戸・日本橋に、 蚊帳と畳表を専門

に扱う支店を 店（つまみだな）として出店しました。 豊臣氏が「大坂夏の陣」で滅び、名実ともに徳川の世

となったことから、初代 西川仁右衛門は卓越した先見性があったといわれています。  

 

販売戦略 ～蚊帳が大ヒットした秘密～ 寛永 3 年（1626 ） 

今日にも残る緑と赤の色彩の萌黄色の蚊帳を考案した二代目甚五郎は大変なアイディアマンで、西川家繁

栄の基礎を築きました。二代目甚五郎はこの頃から現代でいうマーケティングを行っていました。江戸の町を

歩き、町の人の声を聞くことで、「蚊を防ぐ蚊帳」ではなく「涼しい蚊帳」を人々は求めていることに気付きまし

た。容姿と声の美しい男性に販売をさせることで、萌黄色の蚊帳は一躍、江戸の人気商品となりました。 

 

現存する日本最古の決算書 ～今にも通ずる経営基本～ 寛文 7 年（1667 ） 

西川家には寛文 7 年（1667）の日本最古の「勘定帳」が保存されています。これは、西川家が江戸時代初期

から早くも近代的な「計数管理」に基づく経営を行い、 在庫管理や利益管理の概念のもとに運営されていた

ことが書かれています。またこの資料は西川家だけでなく江戸時代の商業史、経済史における貴重な資料と

なっています。  

 

日本初！三ツ割銀制度の開始 ～当時の人々もボーナスをもらっていた！～ 寛政元年（1789 ） 

現代のボーナスにあたる「三ツ割銀制度」を設けました。それまでの利益配分方式を改め、年 2 回の決算を

終えると純益の 3 分の 1 を従業員に分配したのです。この制度によって、従業員の勤労意欲が高まり、売上

向上に貢献しました。 

 

積立金制度の改革 ～火災や大震災に備えて積み立てを～ 寛政 11 年（1799 ） 

七代目利助が行った経営革新の一つが「積立金制度の改革」です。 元禄時代は「火事と喧嘩は江戸の華」といわれる

ほど大火が多く、西川の江戸店も火災と大震災で幾度となく消失の憂き目をみました。 こうした状況のもと、不慮の事

故・災害などに備えて復旧費用を積み立てる必要性を痛感し、純益の中から、 「普請金」「仏事金」「用意金」の三名目

の積立を行いました。これらの積立金を資金として運用し、確実な担保を保証に貸し付けを行い、元利が一定額を越え

ると土地・家屋を買い増して蓄財に充てたのです。 

 

「江戸」から「明治」へ 時代の変化に対応する柔軟性～封建社会から近代社会への移行に伴う激動期～ 

諸大名への売掛金の未回収や幕府による長州征伐への冥加金の上納など、経営を圧迫する事態が続く中、西川家は拡張路線を踏

襲しつつ近江地方の経済発展に貢献するなど、力強く近代企業への変貌を遂げました。大正 12 年（1923）の関東大震災の被害は、

のちに十二代目甚五郎が「38年にわたる在任中、最大の難事であった」と述懐しているように甚大でありました。 

 

海外進出 

大正 6 年（1917）のシンガポールを皮切りにした蚊帳の輸出は、その後、韓国や東南アジア諸国向けも加わり順調に推移していきまし

た。昭和 5 年（1930）にはアフリカ、南米諸国にも輸出を行い、海外支店も次々に誕生しました。こうした背景もあり、昭和 4 年（1929）

に蚊帳の一環生産を目指して、近江蚊帳製造株式会社が設立されました。 

 

近代経営 

昭和 11年（1936）、アメリカ留学で近代経営感覚を身につけた十三代目甚五郎は、従業員の新しい人事考課制度を自らつくるに際し、

従来の年功序列偏重を廃し能力主義を積極的に取り入れました。また、従業員教育の充実を図り従来のそろばん、習字に加え、簿

記、商事要項、英語などを新設しました。 

 

伝統と信頼を暮らしの未来へ～西川 450 年のあゆみ～ 

近江八幡・西川本家 

蚊帳売りの図 

寛文 7年の「勘定帳」 

「三つ割銀預かり帳」 

「定法書」 

浮世絵に描かれた萌黄の蚊帳 
（喜多川歌麿画「婦人泊り客之図」） 
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後に西川リビングとなる大阪店が開設される～ 明治 9 年（1876 ） 

当時は自家製だった「ふとん」を商品化し、販売開始！～ 明治 20 年（1887 ） 

明治 20年（1887）、西川家はふとんの製造販売に着手しました。それまで買うものでなく、各戸の自家製が普

通であった「ふとん」を商品化し、商売の対象としたのです。夏場に売れる蚊帳のような商品ではなく、冬に売

れるふとんは、売上げを安定させる優良な商品として成長。当時大阪店の売上げ比率は、上期は蚊帳が

80％を占めていたが、下期は「ふとん」が 90％近く占めるまで急成長していました。 

 

株式会社 大阪西川の設立～ 昭和 16 年（1941 ） 

合繊ふとんブーム～寝具革命 ～ 昭和 33 年（1958 ） 

アクリルとポリエステルでできた「わた」は軽くてあたたかく、ふとんの打ち直しを必要としないことが特徴で、打

ち直しという難作業から主婦を解放する画期的な商品となりました。これは「合繊革命」「寝具革命」と絶賛さ

れました。   

先見性に富む市場戦略～ 昭和 36 年（1961 ） 

市場戦略において先見性を発揮し、昭和 36年（1961）に九州地区を皮切りにボランタリーチェーン組織 

「大阪西川チェーン会」を発足、その動きは全国へと広がっていきました。当時通商産業省がボランタリーチ

ェーンの育成を打ち出し、日本ボランタリーチェーン協会が結成されたのは 1966年のことでした。 

 

 

 

 

人気キャラクターをデザインに採用！ 

昭和 47 年（1972）、オランダのディック・ブルーナ社と提携し、後に「ミッフィー」

として日本で爆発的な人気を博すこととなるうさぎのキャラクターをデザインとし

て取り入れました。その 3 年後、アメリカの漫画家チャールズ・シュルツ氏が描

いた「PEANUTS」の主人公「スヌーピー」などをデザインした商品を発売。キャ

ラクターデザインの導入で寝装品の世界に新風を巻き込みました。 

 

ヘルスケア事業への取組み開始 

平成 2 年（1990）、「高齢者の豊かな暮らしとリラクセーション」をテーマにヘルスケア事業への取り組みを開始。

「福祉用具である前に生活用品である」というポリシーのもと、機能性だけでなく、ファッション性も重視した商品、

介護が必要な方や介助者の負担を軽減する商品などを提供しています。 

 

睡眠環境科学研究所 

平成 10年（1998）、社内研究機関として、研究部門と新商品開発部門を持つ「睡眠環境科学研究所」を設立。

様々な睡眠実験を通してデータを集積、検証、分析し、機能性豊かな商品開発をサポート。 

 

オーストラリアに専用牧場「西川ファーム」を開設        

平成 13年（2001）、羊毛産出量世界一を誇り、品質においても高い評価を得るオー

ストラリアに、専用牧場「西川ファーム」を開設しました。飼育されている羊は、

ふとんの中わた素材に適したダウン種で、西川リビング独自の厳しい基準により、

品質・生育方法を徹底管理しています。 

 

＜全身を測定して作る、一人ひとりの身体に合ったオーダーメイド寝具＞ 

コンサルティングビジネス「快眠ひろば」スタート！ 

平成 13 年（2001）、「快適な眠り」の提供を目指し、一人ひとりの身体にあった寝具を提案するカウン

セリング販売のビジネスモデル「快眠ひろば」をスタート。立位測定器と体圧

分布測定器を用いて、お客様の身体にフィットする寝具をご提案、合わせ

て店頭での眠りに関する相談などにお応えする快眠ソリューションビジネス

を確立させました。 

 

近代／大阪西川（現・西川リビング） “眠り”への取り組み 

明治 9年（1876）に開設された 

大阪店（現・西川リビング） 

大阪店でふとんの販売を始めた 

当時の引き札（広告） 

合繊ふとん商品カタログ 

「ミッフィー」カバーリング 「スヌーピー」ショールーム 

西川ラボラトリー 

睡眠環境科学研究所 

オーストラリア「西川ファーム」 

FIT LABOショールーム オーダーメイドまくら 
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【寝具初】グッドデザイン賞《金賞》を受賞！              

平成 14 年（2002）、人間工学に基づく体にフィットするキルトを採用した「エルゴスター」が寝具で初

となる、「グッドデザイン賞【金賞】」を受賞。あたたかさを逃さず、快適な保温性が得られます。また、

詰めものには、わた切れが少なく、ホコリが出にくい「ポリエステル長繊維」を使用。現代人の清潔

志向にもマッチした商品として販売されました。 

 

 

 

「眠り」のプロフェッショナルから、「ホームリラクセーション」のプロフェッショナルへ 

 

《羽毛》を大切な資源として再生する 

「リサイクル＆リフォーム事業」を開始 ／「グリーンダウンプロジェクト」へ参画    

羽毛ふとんは長年使用すると外側の生地はもちろん、中に入っている羽毛も汚れて傷んでしまいます。平成 11 年

（1999）より開始している、羽毛ふとん仕立て直しサービス「リサイクル＆リフォーム」は、取扱店舗にお持ちいただい

た羽毛ふとんを店舗から専用工場へと運び、1枚 1枚独立した工程で羽毛を洗浄し、きれいに仕上げられます。 

また、平成 27 年（2015）からは、羽毛ふとんを回収し「グリーンダウン」として再生利用する「グリーンダウンプロジェ

クト」へも参画しています。 

 

宇宙での眠りにも着目！「スペースふとん」の開発に参画 

平成 17 年（2005）には、京都市立芸術大学、独立行政法人宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸA）、宇宙環境利用セン

ターとの共同開発事業として、国際宇宙ステーションにて使われる（SPACE FUTON）の開発に取り組みました。こ

の研究開発で得た成果は地上での寝具開発にも応用されています。 

 

インドでプレオーガニックコットンプログラム始動～「西川コットンファーム」 

オーガニックコットンに認証されるまでの 3年間、無農薬・有機肥料で栽培されたコッ

トンをプレオーガニックコットンといいます。当社は平成 24年（2012）より、インド・シル

プール地区でコットン生産契約農家を募り、「西川リビング コットンファーム」を運営。

インドにおけるコットン栽培で使用する農薬により、環境被害・生産者の健康被害・農

業コストによる経済的負担などの社会問題から始まった、地球と生産者にやさしいオ

ーガニックコットン畑を広げる取り組みです。 

 

正しい睡眠習慣をつくり、子どもたちの成長を応援する「眠育プロジェクト」始動！ 平成 26 年（2014） 

 

●「眠育プロジェクト」の取り組み 

正しい睡眠習慣をつくり、子どもたちの成長を応援

する「眠育プロジェクト」のイベントとして定期的に

「手作りキッズ枕教室」や、親子で楽しめる「眠育ト

ークショー」などを開催しています。 

 

●「眠育プロジェクト」とキッズ用寝具「ボディゼロキッズ」が 

『第 8 回キッズデザイン協議会会長賞（奨励賞）』をダブル受賞！（2014 年） 

「眠育プロジェクト」とその考え方に基づいて開発された商品「ボディゼロキッズシリーズ」が子どもたちの

安全・安心と健やかな成長に役立つデザインに与えられる「キッズデザイン賞」を受賞しました。  

 

●チャイルド・ボディ・セラピスト 蛯原英里さんプロデュースの 

ベビー寝具シリーズ「フェリーベ」が『第 9 回キッズデザイン賞』を受賞（2015 年） 

赤ちゃんのボディタッチにこだわった、やわらかくやさしい肌触りのベビー寝具シリーズ「フェリーベ」がキッ

ズデザイン賞を受賞。「フェリーベ」は蛯原英里さんの NICU（新生児集中治療室）での勤務経験や現在の

チャイルド・ボディ・セラピストとしての知識を活かし、プロデュースされたベビー寝具シリーズです。 

インド「西川コットンファーム」 

グッドデザイン賞を受賞した「エルゴスター」 

手作りキッズ枕教室の様子 

キッズ用寝具「ボディゼロキッズ」 

「フェリーベ」 

眠育トークショーの様子 

平成 16 年（2004 ）、「大阪西川」から「西川リビング」へ社名を変更 

SPACE FUTON 
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■会社概要 

社名 西川リビング株式会社 

代表者 代表取締役会長 西川 甚五郎 

 代表取締役社長 宮川 一幸 

資本金 4億円 

創業 永禄 9年（1566 年） 

設立 昭和 16年（1941 年）12月 4日 

事業内容 繊維製品および健康寝具・機器の製造卸売 

 ・寝具（ふとん、毛布等）・寝装品（タオルケット、パジャマ、ナイトウエア、枕等） 

 ・雑貨類（ふとんカバー、シーツ等）・インテリア（ベッド、ベッド用品）・ベビー用品 

 ・健康寝具・機器・身障者介護用品（座位保持装置等） 

関連会社 西川産業 株式会社、株式会社 京都西川、株式会社 西川（日本橋）、株式会社 心斎橋西川 

 西川テックス 株式会社、大阪安眠倉庫 株式会社、西川ロンブラン工業 株式会社、 

 西川ヘルス 株式会社、ネーブルハウス 株式会社、株式会社 西川リビング熊本、西川ロジテック 株式会社 

         

 

＜ご掲載・ご取材等に関する報道関係者様からのお問合わせ先＞ 
西川リビング株式会社  マーケティング戦略部   担当／川瀬めぐみ、池麻美 

〒541-0053 大阪府大阪市中央区本町 1-3-15  TEL 06-6262-9122  FAX 06-6262-9151 

ホームページアドレス：http://www.nishikawa-living.co.jp/ 

E-mail／川瀬：m_kawase@nishikawa-living.co.jp、池：a_ike@nishikawa-living.co.jp 

 

◎一般のお客様からのお問い合わせ先 ／ 西川リビングお客様相談室：06-6262-9114 

白麗 （はくれい）～近江仕立て～  
SLサイズ/150×210㎝ 

カラー/ゴールド 

側生地/絹 100% （白麗）（ジャカード織） 

詰めもの/絹 100%（白麗）1.0ｋｇ＜日本製＞ 

本体価格2,000,000 円＋税 

＜2016 年 1 月上旬より発売開始＞ 

西川リビングの代表的な寝具シリーズ 

   

ふとん用生地の裏面に日本ゴア株式会社の

超極薄の特殊フィルムを接着させることにより 

生まれた、軽く、優れた透湿、画期的な 

防塵性を備えた、理想の羽毛ふとん用生地を 

採用した羽毛ふとん 

 

体圧分散性に優れたウレタン素材の 

健康敷きふとん。さらに、敷きふとんを 

お客様仕様にカスタマイズできる 

サポートパッド「マイプラス」もご用意 

（マイプラスは特許取得済） 

 

電位治療と加温機能の同時使用ができる 

医療機器認証番号を取得した 

家庭用電位治療器 

敷きふとんに重ねて使用するオーバーレイ 

タイプと 1枚で使用できる敷きふとんタイプ 

マイプラス 

「白麗」の繭玉は日本国内で飼育されている蚕の中で最も細い糸を生み出します。その

糸で織り上げたシルクジャカード生地と「白麗」繭を手引きした真綿で一枚一枚丁寧に

仕立てた純国産の真綿ふとんです。 

白麗の生糸で織り上げられた生地は美しい光沢と、やわらかなドレープ性が魅力です。 

20枚限定 

450  

http://www.nishikawa-living.co.jp/
mailto:m_kawase@nishikawa-living.co.jp
mailto:a_ike@nishikawa-living.co.jp

